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学
員
会

　

本
学
学
員
会
関
西
支
部
は
一
九
九
二
（
平
成
四
）
年
に
創
立
百

周
年
を
迎
え
、
十
一
月
に
は
大
阪
・
兵
庫
・
京
都
・
滋
賀
・
奈
良
・

和
歌
山
の
六
支
部
が
合
同
で
「
中
央
大
学
関
西
支
部
創
立
百
周
年

を
祝
う
会
」
を
、
大
阪
商
工
会
議
所
に
四
五
〇
人
を
集
め
て
盛
大

に
開
催
し
た
。
関
西
支
部
は
最
初
に
設
立
さ
れ
た
学
員
会
の
支
部

組
織
で
、
そ
の
創
立
は
一
八
九
二
（
明
治
二
十
五
）
年
と
さ
れ
て

い
る
。
関
西
支
部
結
成
の
経
緯
は
ど
の
よ
う
だ
っ
た
ろ
う
か
。

　

九
二
年
一
月
九
日
午
後
五
時
、
大
阪
中
之
島
の
洗
心
館
に
お

い
て
東
京
法
学
院
関
西
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。『
法
学
新
報
』
第

一
〇
号
に
よ
れ
ば
、
当
日
は
名
古
屋
・
大
津
・
京
都
・
奈
良
・
神

戸
・
岡
山
・
洲
本
・
広
島
な
ど
か
ら
百
余
人
の
院
友
お
よ
び
東
京

法
学
院
関
係
者
が
参
集
し
、
ま
た
東
京
法
学
院
か
ら
は
講
師
総
代

の
山
田
喜
之
助
と
院
友
総
代
の
恩
田
熊
寿
郎
が
派
出
さ
れ
た
と
あ

る
。

　

大
会
は
、
講
師
総
代
山
田
の
開
会
の
挨
拶
に
始
ま
り
、
次
い
で

来
賓
法
学
士
砂
川
雄
俊
・
山
下
雄
太
郎
ほ
か
の
演
説
、
大
会
発
起

者
の
一
人
北
岡
保
定
に
よ
る
祝
詞
電
報
の
紹
介
と
進
み
、
最
後
は

酒
宴
を
満
喫
し
、「
肴こ
う

核か
く

尽
き
て
情
未
だ
尽
き
」
な
い
状
況
で
は

あ
っ
た
が
、
午
後
十
時
散
会
と
な
っ
た
。

　

本
学
は
、
八
八
年
十
月
の
英
吉
利
法
律
学
校
校
友
会
結
成
以

来
、
毎
年
総
会
お
よ
び
大
会
を
開
催
し
て
校
友
・
院
友
の
交こ
う

誼ぎ

を

深
め
て
は
い
た
が
、
開
催
地
が
東
京
で
あ
っ
た
た
め
、
地
方
に
在

住
す
る
校
友
・
院
友
は
な
か
な
か
出
席
で
き
な
い
の
が
実
情
で

あ
っ
た
。

　

特
に
関
西
地
方
は
関
東
に
次
い
で
校
友
・
院
友
の
多
い
地
域
で

あ
っ
た
た
め
、
関
西
で
の
大
会
開
催
は
待
望
さ
れ
て
い
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
関
西
の
院
友
の
思
い
は
、『
法

学
新
報
』
中
の
「
今
や
此
会
の
開
か
る
ゝ
に
会
す
実
に
喜
ぶ
べ
き

の
至
り
と
云
う
べ
し
我
輩
は
天
長
く
地
久
し
く
此
会
の
永
遠
無む

彊き
ょ
うな
ら
ん
こ
と
を
望
む
も
の
な
り
」
と
い
う
記
載
に
も
よ
く
言
い

表
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
翌
年
四
月
に
開
催
さ
れ
た
東
京
法
学
院
関
西
院
友
大
会
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院
友
会
関
西
支
部
の
結
成

に
お
い
て
、
関
西
に
院
友
会
支
部
を
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
大
会
に
は
講
師
・
院
友
総
代
と
し
て
高
橋
健
三
・
花
井
卓
蔵

の
両
人
が
出
席
し
た
が
、
院
友
伊
藤
秀
雄
の
発
議
に
よ
り
、
関
西

懇
親
会
を
春
秋
二
回
開
く
こ
と
、
院
友
会
支
部
を
大
阪
市
東
区
淡

路
町
に
設
置
す
る
こ
と
、
支
部
委
員
長
を
高
橋
健
三
、
委
員
を
伊

藤
秀
雄
・
後
藤
偉
四
郎
・
安
原
権
吉
・
渡
辺
留
三
郎
・
岡
田
泰
蔵

の
五
人
と
す
る
こ
と
な
ど
が
決
議
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

本
学
は
、
関
西
支
部
の
創
立
を
初
の
東
京
法
学
院
関
西
大
会
が

開
催
さ
れ
た
一
八
九
二
年
と
し
て
い
る
が
、
こ
の
時
点
で
関
西
支

部
の
結
成
が
実
質
的
に
決
定
し
て
い
た
と
理
解
す
る
の
も
大
い
に

説
得
力
の
あ
る
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

　

そ
の
後
、
東
京
法
学
院
関
西
大
会
の
開
催
や
関
西
支
部
の
結
成

が
き
っ
か
け
と
な
っ
て
、
上
毛
・
名
古
屋
・
北
海
道
・
長
野
な
ど

で
も
院
友
の
懇
親
会
が
催
さ
れ
、
九
四
年
四
月
ま
で
に
関
西
支
部

の
ほ
か
上
毛
・
静
岡
・
長
野
の
三
支
部
が
結
成
さ
れ
て
い
る
。
院

友
会
関
西
支
部
の
創
設
は
、
こ
れ
ま
で
東
京
に
偏
り
が
ち
だ
っ
た

院
友
会
の
活
動
を
地
方
へ
も
押
し
広
げ
る
た
め
の
一
翼
を
担
う
も

の
で
あ
り
、
各
地
域
に
お
け
る
院
友
会
支
部
結
成
の
先
駆
け
と
な

る
快
挙
で
あ
っ
た
。
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